
大野 洋子 

質問の件名及び質問の要旨（質問時間） 答弁を求める者 

１ グリーン購入の促進を             （４０分） 

 

令和３年６月議会において、「持続可能な社会に向けて、脱炭素化、

再生可能エネルギーの大幅な拡大を国に求める意見書提出に関する請

願」が採択されました。請願の紹介にあたり、私は「現在、世界規模で

様々な影響を与えているのが地球温暖化であり、その影響も含め深刻な

問題となっている。地球温暖化は、海面の上昇から熱波や干ばつ、大雨

やそれによる洪水など、気温上昇のほかにこれらの気候変動を引き起こ

し、私たちだけでなく地球に住む動植物などの生態系にも影響を及ぼし

ている。」と申し上げました。 

「鶴ヶ島市地球にやさしいオフィス率先行動計画」は、地球温暖化対

策計画に即して、市町村の事務及び事業に関し、温室効果ガスの排出量

の削減並びに吸収作用の保全及び強化のための措置に関する計画です。

計画の中で施設管理者は、文具・事務用品等購入の際は、使い切り製品

を避け、エコマーク製品等グリーン購入法に適合した環境にやさしいも

のを選ぶこととなっています。   

循環型社会の形成を目的として２００１年（平成１３年）に施行され

た「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入

法）」に基づく取組です。 

企業、行政、消費者を含む社会全体のグリーン購入は環境負荷を低減

し、持続可能な社会の構築の実現に有効な手段です。 

地方自治体は努力義務となっていますが、国等と同じく調達方針の策

定や調達目標の設定と調達の実施が求められています。また、環境配慮

契約法に基づいて公共機関が契約を結ぶ際に、価格に加えて環境性能を

含めて総合的に評価し契約することも求められています。 

グリーン購入は社会を変える力があり、市民をけん引する使命を担っ

ている市の行動計画に含まれるものと捉えております。 

本市の地球温暖化対策となる実行計画が第４期の最終年を迎えよう

としています。これまでのグリーン購入の取組状況と、次期計画への反

映について伺います。 

 

（１）グリーン購入の取組について 

ア 各品目の調達状況の把握は。 

イ 各課の実績を集約する仕組みは。 

ウ 組織横断的に情報共有する仕組みは。 

エ 定期的に職員の研修を行う仕組みは。 

（２）環境配慮契約法に基づく契約について 

ア 電気の供給を受ける契約は。 

イ 自動車の購入及び賃貸借に係る契約は。 

ウ ＥＳＣＯ事業（省エネルギー改修事業）に係る契約は。 

エ 建築物の設計及び維持管理に係る契約は。 

オ 産業廃棄物の処理に係る契約は。 

（３）次期鶴ヶ島市地球にやさしいオフィス率先行動計画におけるグリ

ーン購入の位置づけについて 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



大野 洋子 

質問の件名及び質問の要旨（質問時間） 答弁を求める者 

２ 労働者協同組合によるまちづくりを     （２０分） 
 

２０２０年、コロナ禍の雇用創出も期待した「労働者協同組合法」が

制定されました。この法に基づいて設立できる労働者協同組合は、３人

から作れる協同組合で、組合員が出資し、一人ひとりの意見を反映して

運営する事業体です。 

近年は、育児、介護、障がいをお持ちの方なども多様な働き方ができ

るような社会になってきましたが、まだ十分であるとは思えません。 

労働者協同組合は、既存のルールに縛られず自ら生活実態に沿った労

働条件を作ることができます。そして、仕事を通じて収入だけでなく、

やりがいや労働への満足感を得ることが期待できます。 

働きがいのある人間らしい仕事「ディーセント・ワーク」は、支え合

い助け合って生活する地域を生み出す力となります。労働者協同組合法

はそうした地域に必要とされる市民事業の根拠法となるものです。 

そして、第６次総合計画の政策の柱である「安心して暮らせるまち」

を実現するために「生活の安定と自立への支援」は不可欠な要素です。 

そこで、労働者協同組合が、地域に新たな仕事を生み出していくため

にどのような支援策をお考えなのか伺います。 

 

（１）労働者協同組合の推進について 

ア 事業者への普及啓発は。 

イ 市職員の理解促進は。 

（２）労働者協同組合によるまちづくりについて 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


